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―アメリカン・ネイチャーライティング小史（This Incomparable Lande: A Book of 
American Nature Writing,1989）』の中で、ネイチャーライティングを次に示す 3つの要素
にまとめている（多田 2011＝2012：126）。 
 
  1.自然に関する科学的情報（客観性） 
  2.自然に対する個人的な反応（主観性） 
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nature writingの年表によれば、『釣魚大全』よりもっと早い作品はエドマンド・スペン
















降、レイチェル・カーソンの『沈黙の春』（1962）をきっかけに nature writing は脚光
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る研究について、私の調べる限り 1 編もない。なお、台湾語の資料は、第 2 章の注 1（p．
113）を主に参考にした。 
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しかし、環境保全と経済成長は対立関係ではない。現在中国の政府も努力している。例え
ば、2008年中国環境保護局は環境部になった。2014 年 4月 24日第 12回全国人民代表大会
第 8次会議で修正された『中華人民共和国環境保護法』が通過した。その中では 5つの要点
が重要である。①環境優先 ②環境保護部問は法律の執行権がある ③厳重に処罰する 
④政府の工事提案を否決できる ⑤公共の利益の主体範囲を広大した【注 20】。 



































































































在では、The Oxford Companion to English Literature（2000,sixth edition）の 745頁
に文学作品として収録されている。さらに、トーマス・ライアンが指摘したネイチャーラ
























Literary Darwinism, also known as evolutionary criticism or biopoetics, 
has established itself in recent decades as a fast growing sub-discipline, 
attracting notice and stimulating debate. Theoretical questions concerning 
the origin and adaptive value of art have drawn substantial scholarly 
attention; interrelationships between imagination, aesthetics, and other 
aspects of human cognition likewise have undergone exploration. Because 
contemporary evolutionary studies is an essentially interdisciplinary 
endeavor, it has stimulated fruitful collaboration across traditional 
disciplinary boundaries, bringing literary scholars together with cohorts 
from psychology, anthropology, linguistics, economics, philosophy, and 
numerous others fields.（Shackelford, Todd K., Hansen, Ranald D. (Eds.),2015, 
The Evolution of Sexuality,Springer-Verlag,p30） 
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健康風険及政策評估中心 環境健康風険評估・管理興溝通組』）によれば、台湾と日本の主




7.台中県: 2010年 12月 25日台中県と台中市を合併して、新たに中華民国の直轄市「台中
市」となった。 
8.以下は、陳昭如,2010,『台湾油症事件三十年』台湾同喜文化出版の頁数で示している。 







14. 以下は、戴晴,1989,『長江 長江』（=1996,鷲見一夫・胡暐婷訳『三峡ダム―建設の是 
非をめぐっての論争』築地書館）の頁数で示している。 




17. 以下は、伊格言,2013,『零地点 GroundZero』（=2017, 倉本知明訳『グラウンド・ゼロ 
台湾第四原発事故』白水社）の頁数で示している。 
18.Abigail Jahiel,“The Organization of Environmental Protection in China,”China 
Quarterly 156 (December 1998):781.（Economy2004=2005）から再引用。 

















レイチェル・ルイーズ・カーソン【注 1】（Rachel Louise Carson、1907年 5月 27日 - 
1964年 4月 14日）は、アメリカ合衆国のペンシルベニア州に生まれ、1960年代に環境問題
を告発した生物学者である。 
レイチェル・カーソンの著書は 6 冊（生前 4 冊、遺稿 2 冊）、『潮風の下で』（1941 年）、
『われらをめぐる海』（1951年）、『海辺』（1955年）、『沈黙の春』（1962年）、遺稿『センス・
オブ・ワンダー』（1965 年）『失われた森』（1998年）はすべて「環境文学」だと思われる。 








現在のアメリカでは 16,000 種類以上の農薬が使用されている。日本の DDT規制は、農薬登
録（使用開始）が 1948年、農薬登録失効（禁止）が 1971年である。なお禁止後に在庫が東
南アジア諸国に輸出された（公害輸出）。日本での全面禁止は 1981年（化審法）。欧米諸国
の大半は 1970年代前半に DDTを禁止した。1960年代の DDT禁止はおそらくハンガリー（全
国）と中国（一部地域）のみである。中国での DDT 全面禁止は 1992年であった。中国は中
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第２節 石牟礼道子著『苦海浄土 わが水俣病』 
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止は 1968年５月、公害病指定は 1968年 9月であった【注 4】。 
 







1971 昭和 46年認定基準（大石武一長官）いずれかの症状。 
1973 水俣病裁判で被害者側がチッソに勝訴（3月）（高校日本史教科書はこれで終わり）
/公害健康被害補償法（10月）。 
1977  昭和 52年判断条件（石原慎大郎長官）。症状の組み合わせ、認定基準改悪。 
1990 環境庁局長山内豊徳の自殺、水俣病訴訟担当などで苦慮の末。 
1995 未認定患者の一部（被害者）に一時金 260万円の給付などで政治決着。 
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2016 公式発見 60 周年。医師団体と朝日新聞の 1 万人分析で救済域外も多くの人に症
状。裁判はいまも続いている。 
（出所） 戸田清,2017,『核発電の便利神話――3・11 後の平和学〈パート 2〉』長崎文献
社,79頁。 
 
なお、上表 1932年と 1941 年のことについて、『苦海浄土』も以下のように言及している。 
 



























死に隠蔽、1959 年 11 月 30 日、工場幹部は細川一の実験を禁止した。さらに彼は工場側の
政治家・市民・漁民からの誤解や非難を浴び、患者からの信頼も揺らいでいった。再び実験
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    なんばいうか。水俣病のなんの。そげんした病気は先祖代々きいたこともなか。俺
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定患者が約 2,300人（新潟水俣病も入れると約 3,000 人）で、認定申請約 3万人の 1割にも










    第一（2）上記（1）の症状のうちいずれかの症状がある場合において、当該症状の
すべてが明らかに他の原因によるものであると認められる場合には水俣病の範囲に































    The 1977 Criteria became a continuing source of dispute. In August 1985 the 
Fukuoka High Court decided that the criteria for accreditation should be 
relaxed again, allowing more people to qualify (Minamata Disease Museum, 
2007)・・・By this time the Japanese Society of Psychiatry and Neurology (JSPN) 
— an independent academic society consisting mainly of psychiatrists and 
neurologists — was becoming increasingly involved.In 1998, it examined whether 
the medical specialists in the EAJ commission in 1975 had used any medical 
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evidence when creating the 1977 Criteria. It concluded that they did not. 
Moreover, the JSPN judged the 1977 criteria to be medically invalid based on 
an evaluation of the data gathered in the Kumamoto University study of 1971 
(JSPN, 1998).Subsequently, in a 1999 review, JSPN strongly criticised the 1985 
'expert opinion', stating that there was no scientific evidence for the 1985 
'expert opinion'; that the 'experts' were selected to justify the 1977 Criteria 
and the position of the EAJ; and that the 'experts' were guilty of pandering 
to the government's desires (JSPN, 1999). 
(Takashi Yorifuji, Toshihide Tsuda, Masazumi Harada,2013,“ Minamata disease: 
a challenge for democracy and justice, ” Late lessons from early warnings: 

























































表 4 水俣病の対立構図――昭和 52 年判断条件およびそれを前提とする 2009 年水俣病特
措法への賛否（のイメージ） 
 反対（寄り） 賛成（寄り） 備考 
政党 共産、社民、（自由） 自民、公明、民進  
マスコミ 朝日、毎日 読売、産経、（日経）  
政府機関 欧州環境庁（EEA） 環境省 2013年報告書 
医学者・医師 白木博次、高岡滋、 荒木淑郎、井形昭 国に虚偽証言を求められ









医療団体 民医連 （日本医師会）  


























有吉佐和子【注 5】（1931 年 1 月 20 日―1984 年 8 月 30 日）は、日本の小説家、劇作家、
演出家。和歌山県和歌山市出身。 
有吉佐和子有吉の著書 62冊のうちで『複合汚染』（1975年）、『複合汚染その後』（1977年）、
『有吉佐和子の中国レポート』（1979 年）、の 3 冊が「環境文学」として、読者に環境問題
の重要性を意識させた。なお初期の作品には故郷和歌山を舞台にした作品が多く、そのなか






第 1位谷崎潤一郎、第 2位川端康成、第 3位三島由紀夫を推薦した。まもなく谷崎が死去し
たので、川端が日本人第 1号となった。キーンと交際のあった「日本の文豪」として、他に、
大岡昇平、有吉佐和子、永井荷風、大江健三郎、安部公房、司馬遼太郎らがいる（NHKスペ



































































- 38 - 
 











































を見学した記録である。有吉佐和子は中国との縁が深く、1961 年に日本文学代表団の 1 員
として初めて中国を訪問した。以来 1978年までに 5回訪中している。 
 その訪中歴は次の通りである。 
 







































 なお、日本の DDT規制では、農薬登録（使用開始）が 1948年、農薬登録失効（禁止）が
1971年である【注 7】。なお、禁止後に在庫が東南アジア諸国に輸出された（公害輸出）。日
本での全面禁止は 1981 年（化学物質審査規制法）。欧米諸国の大半は 1970 年代前半に DDT
を禁止した（米国は 1969 年）。1960 年代の DDT 禁止はおそらくハンガリー（全国）と中国
（一部地域）のみである。中国での DDT全面禁止は 1992年であった。中国は中央集権国家
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は理解に苦しむところだ。（有吉 1979:68） 
6   「河の水を引いたり、雨水を溜めたり。しかし到底
足りませんでした。それでも近代化の路線は、この
公社では、電気が来るより早くから始めていまし
た。化学肥料は 1953 年かあら、DDT などの農薬は
1955年以来使用しています」 











   「日本からの輸入品です。財神牌という商標がつい
ていました」（有吉 1979:76）。 





  「別に、そんなことは何もしていません」 
   私は黙り込んだ。（有吉 1979:88） 
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土の色は赤い。（有吉 1979:101）。 
2   「愚公移山」というのが、この村のスローガン。
（有吉 1979:101）。 
土主の家族にあう 1   遵化県の人民公社に化学肥料と農薬についての講
演を手配された。 
遵化県城にて 1   農事指導員たちとも話しあいましたが、彼らは DDT
についても、有機リン剤についても、詳しいことは
何も知らないようでした。（有吉 1979:125）。 














4   少なくとも中国の農業の現状は、日本のように痛
ましくはない。（有吉 1979:127）。 











后牧生産大隊にて 后牧生産大隊の有機リン剤の禁止は 1969 年、日本より 2


















学肥料 40パーセントです」（有吉 1979:200） 
 
花咲爺さん万々歳 蘇州には DDTを使わない。理由は値段が高い。 
蘇州で感じたこと 有吉は日本の農業の失敗の経験を中国人に教えて戒め
る。 













①『生命系の危機』アンヴィエル 1979 のち社会思想社 現代教養文庫 
②『胎児からの黙示』世界書院 1986 社会科学選書 
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③『大地は死んだ ヒロシマ・ナガサキからチェルノブイリまで』 1991 藤原書店  
 ほかに共著 10冊、訳書 5冊がある。 
 






































































































































知識人 : 延安整風から反右派闘争へ』(東方書店 1990 年)が翻訳されているなど、比較的
有名である。他にも、戴晴ほか著(林郁編訳)『「性」を語り始めた中国の女たち』(徳間













第１章 序文【注 10】（ローレンス・Ｒ・スリヴァン、その他 2人） 
第 2章  中国版の発売禁止の経緯【注 11】（戴晴、その他 2人） 
第 3章 書簡集【注 12】（李伯寧、その他 5人） 
第 4章 インタビュー【注 13】（戴晴、その他 10人） 
第 5章 論文【注 14】（戴晴、その他 6人）  
第 6 章 資料（三峡プロジェクトの概史、1992 年 4 月 3 日、全国人民代表大会第 7 期
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Yangtze!Yangtze!:Debate Over the Three Gorges Project の書名で出版された。 




れば、三峡ダムについては、水害対策、電気(70 万ｋｗの発電機を 26 基建造する。それに



































































たして貫かれたのでしょうか？ （戴 1989＝1996：390）。 


















   今日は、私は、またも言わなければならない。私は、信じられない。 
   中国人が常に自分の頭で考えようとはしないことを、私は、信じられない。 
   中国人が常に自分の筆で語ろうとはしないことを、私は、信じられない。 





















































































































ーベル文学賞を受賞した。受賞した理由として、「for her polyphonic writings, a monument 
to suffering and courage in our time（現代の苦しみと勇気を如実に表す、多様な声を
集めた記念碑的作品）」であると評価されている【注 15】。 
 2015 年までに、スヴェトラーナ・アレクシエービッチの著書は 6 冊ある。邦訳書は 5 冊









 チェルノブイリ原子力発電所事故は、1986年 4月 26日にソビエト連邦（現：ウクライナ）
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のチェルノブイリ原子力発電所 4 号炉で起きた原子力事故である。後に決められた国際原
子力事象評価尺度 (INES) において最悪のレベル 7（深刻な事故）に分類され、世界で最大
の原子力発電所事故の 1つである【注 16】。3.11福島事故の 1号機、2号機、3 号機もレベ
ル 7に分類された。 
 
表 6 チェルノブイリ原発事故と福島第一原発事故の比較 
 チェルノブイリ 
    1986年 4月 26日 
      福島第一 
    2011年 3月 11日 
国際原子力事
象 評 価 尺 度 
(INES) 
     
    レベル 7 
  １号機  レベル 7 
  ２号機  レベル 7 
  ３号機  レベル 7 













































備考 現在も 30キロ圏は立ち入り禁止 福島県民200万人などの長期健康調
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査が始まった 






第 1章 死者たちの大地（9人へのインタビュー） 
 第 2章 万物の霊長（10人へのインタビュー） 











































































































































第１章  キャスターになっても人でなくならないように（中国中央テレビ局入局経緯） 
第 2章 あの暖かい脈動は、生きている（SARS騒動） 
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第 3章 双城の傷（少年少女連続服毒事件） 
第 4章 対峙であって、対抗ではない（「新聞調査」への異動） 
第 5章 水が水に溶けるように（麻薬中毒患者や同性愛者への迫害） 
第 6章 沈黙の叫び（ドメスティック・バイオレンス） 
第 7章 山西よ、山西（開発と大気汚染） 
第 8章 私はただ屈服するのが嫌なだけ（環境汚染を訴え孤独に訴訟をする人） 
第 9 章 多くのことは、信じる人がいるからこそ、存在する（全国人民代表大会と中  
国人民政治協商会議の取材） 
第 10章 真相はいつも涙の中に流れ去る（調査報道のあり方の探求） 
第 11章 ただ理解してほしいだけ（猫殺し映像をネットに流した人々） 
第 12章 新と旧の間には恨みも衝突もない、ただ真と偽は大敵である（唐山大地震と
日中戦争） 
第 13章 事実はかくのごとし（幻の河南トラ騒動） 
第 14章 真実には万鈞の重みがある（四川大地震） 
第 15章 聞こえるのは深緑のかぼそい声ばかり（北京オリンピックのエピソード） 
第 16章 ロジックの鎖（土地問題） 
第 17章 無能の力（教育ボランティアのドイツ人青年） 
第 18章 時代の病気（若者の犯罪） 
第 19章 どうして懐かしんでいるかは聞かないで（ともに仕事をした仲間） 









































































































































第８節 伊格言著『グラウンド・ゼロ 台湾第四原発事故』（2013） 
 




















  小説内容は、『グラウンド・ゼロ 台湾第四原発事故』が書かれた 2013年は、台湾は原発
政策を推進してきた国民党政府が依然として強い力を持ち続けた時点であった。この未来
























  「本当に逃げるつもりですか？」誰かが大声で叫んだ。「大臣！ 台湾電力は経済
省の管轄なんですよ。第四原発が事故を起こしたというのに、すべてを放り出して海
外へ逃げるんですか？」 












   「大臣、大臣！」 
   「申し訳ないが、私はもうずいぶんと君たちの質問に答えてきたつもりだよ」。
経済大臣は露骨にいやな表情を浮かべて言った。「ちょっと道をあけてくれない
か？」 
   …… 
   税関を通り抜けた大臣一行が振り返って、記者たちに手を振ってみせた。その手
にはしっかりとパスポートが握られていた。しかし、房真文は彼らが握り締めてい
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るパスポートが緑色の表紙をした「Taiwan」のパスポートでないことに気づいた。 











































③環境文学の例示（戸田 2015、金星 2018 加筆） 
多田満（多田 2011：128－129）があげている米英と日本の代表的な環境文学： 
 
Ralph Waldo Emerson, 1836，Nature（邦訳「自然論」エマソン『人間教育論』市村尚久
訳、梅根悟, 勝田守一監修、明治図書出版 , 1971）. 
Herman Melville，1851, Moby-Dick or the Whale（邦訳メルヴィル『白鯨』阿部知二
訳、岩波文庫、1979）. 
Henry David Thoreau, 1854, Walden or the Life in the Woods（邦訳 新訳
ソロー『森の生活 ウォールデン』飯田実訳、岩波文庫 1995）. 
Henry David Thoreau, 1864, The Maine Woods（邦訳 ソロー『メインの森』小野和
人訳、講談社学術文庫 1994）. 
Charles Darwin,1859,On the Origin of Species（『種の起原』八杉竜一訳 岩波文庫
1976）. 
John Muir，1911, My First Summer in the Sierra（邦訳 ミューア『はじめての
シエラの夏』岡島成行く訳、宝島社 1993）. 
Henry Beston, 1928, The Outermost House（べストン『ケープコッドの海辺に暮らし
て』村上清敏訳、本の友社 1997）. 
Aldo Leopold, 1949, A Sand County Almanac（レオポルド『野生のうたが聞こえる』
新島義昭訳、講談社学術文庫 1997）. 
Ernest Hemingway,1952,The Old Man and the Sea（ヘミングウェイ『老人と海』福
田恒在訳、新潮文庫 1966）. 
Rachel Carson,1962,Silent Spring（カーソン『沈黙の春』青樹簗一訳 新潮文庫 1974） 
Edward Abbey，1968,Desert Solitaire：A Season in the Wilderness（アビー『砂
の楽園』越智道雄訳、東京書籍 1993）. 
Annie Dillard,1974,Pilgrim at Tinker Creek（ディラード『ティンカー・クリークの
ほとりで』金坂留美子、くぼたのぞみ訳、めるくまーる 1991）. 
Diane Ackerman,1991,The Moon by Whale Light（アッカーマン『月に歌うクジラ』葉
月陽子訳、ちくま文庫 1997）. 
松尾芭蕉 1702『奥の細道』岩波文庫 1938 . 
国木田独歩 1901「武蔵野」『日本近代短篇小説選 明治篇１』紅野敏郎ほか編、岩波文庫 2012. 
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南方熊楠 1914-23『十二支考』岩波文庫 1994. 
柳田國男 1926『山の人生』『柳田國男全集』第４巻、ちくま文庫 1989.  
中西悟堂 1935「野鳥と共に」『定本・野鳥記』第１巻 春秋社 1962.  
野尻抱影 1952『星の民俗学』講談社学術文庫 1978.  
石牟礼道子 1969『苦海浄土』講談社文庫. 
有吉佐和子 1975『複合汚染』新潮文庫. 
野田知祐 1982『日本の川を旅する』日本交通公社 新潮社 1985 講談社 1990. 
山尾三省 1981『聖老人 百姓・詩人・信仰者として』プラサード書店.  
高田宏 1989『木に会う』新潮社. 
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陳昭如 2010『被遺忘的一九七九：台湾油症事件 30年』.   
柴静 2013『中国メディアの現場は何を伝えようとしているか』鈴木将久・河村昌子・杉村 
安幾子訳. 















1.Rachel Louise Carson（レイチェル・ルイーズ・カーソン、1907年生まれ）関係 
   アメリカ人、1960 年代に環境問題を告発した生物学者。アメリカ内務省魚類野生生
物局の水産生物学者として自然科学を研究した。 
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①Linda,Lear 1997 Rachel Carson Witness for Nature（＝2000 上遠恵子訳『レチェ
ル』東京書籍） 
②Linda,Lear 1998 Lost Woods（＝2000 古草秀子訳『『失われた森 レイチェル・カー
ソン遺稿集』集英社） 
③レイチェル・カーソン日本協会 1992『「沈黙の春」を読む』かもがわ  
④上遠恵子 2004『レイチェル・カーソンの世界へ』かもがわ 
⑤上遠恵子 上岡克己 原強 2007『レイチェル・カーソン』かもがわ  
⑥上遠恵子 2014『レイチェル・カーソン―いまに生きる言葉』翔泳社  
⑦多田満 2011『レイチェル・カーソンに学ぶ環境問題』東京大学出版会 
⑧多田満 2014『センス・オブ・ワンダ－へのまなざし』東京大学出版会  
⑨多田満 2015『レイチェル・カーソンはこう考えた (ちくまプリマー新書) 』筑摩書 
 房   
⑩原強 1994『「沈黙の春」の世界―レイチェル・カーソンを語り継ぐ』かもがわ 
⑪原強 2001『「沈黙の春」の 40年―レイチェル・カーソンが問いかけたもの』かもが 
 わ 
⑫ MIURA Shoko and OGIHARA Shiori 2003 Rachel Carson  and  Nature 
Writing，The Report of Tokyo University of Fisheries, No.38，pp1-22
（三浦笙子・荻原詩織 2003「レイチェル・カーソンと環境文学」『東京水産大学論
集』38号 pp1-22。 
2.村上春樹 エルサレム賞受賞式典スピーチ（2009 年） 
http://kakiokosi.com/share/culture/89（最終閲覧日：2015年 10月 5日閲覧）。 
3.2016「環境守る闘い、女性が主導を」『朝日新聞』10月 4日。 
4.水俣病発生公式確認（1956 年 5 月１日）後間もなく厚生省が「食中毒」と把握していた
事は，厚生省衛生部編纂の昭和 31 年（1956 年）食中毒事件簿に水俣病が食中毒として取
り上げられている事から明らかである。翌年 1 月 25 日と 2 月 26 日の厚生省研究班報告
会で「水俣の奇病は汚染魚介類摂食による中毒」であり，「食品衛生法の適用が必要。重
金属中毒の可能性大」と確認され，同年 5 月 15 日に衆社労委で厚生省環境衛生部長が「水
俣病は工場排水かそれに関連する中毒」と答弁している。従って，厚生省も 1956 年には
「水俣病は食中毒」と認識していたと言える（石原 2016：101）。なお、1968 年に水俣病    
が公害病として認定され、「公害健康被害補償法」に基づく補償が行われることになった。 
5.有吉佐和子（ありよし さわこ、1931年生まれ）関係 
  日本の小説家、劇作家、演出家。 















The Goldman Environmental Prize 
http://www.goldmanprize.org/1993DaiQingAsiaChinaRivers＆Dams 
http://www.goldmanprize.org/recipient/dai-qing/（最終閲覧日：2015 年 10 月 5
日閲覧）。 
『巨大ダムの終り』アジア太平洋資料センター、BHS映像、1997年 Large Dams、










Internationalは、以下の書名の独立調査報告書を出版した。Damming the Three 
Gorges:What Dam Builders Don`t What You to Know,2nd ed.eds.Margaret Barber and 



















   ②孫越崎の「三峡プロジェクトの論証に関する意見と提言」である。『長江 長江』の
中国版の原書のうちに収められている。 
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   ②李鋭へのインタビュー「三峡プロジェクトは、21世紀に改めて決めよう」である。
インタビュアーは戴晴。このインタビューは中国版の原書には含まれている。    























   ⑧王興謙（商業部副部長）へのインタビュー「住民移住と土地水没により、生産力が
著しく損なわれるであろう」である。インタビュアーは陳鷹（『工人日報』の記
者）。なお、このインタビューは『長江 長江』の中国版の原書には含まれている。 
   ⑨陸欽侃へのインタビュー「三峡プロジェクトの洪水防止の便益は限られている」で


















   ⑬田方、林発堂へのインタビュー「国際世論も、三峡プロジェクトへの着手に反対し
ている」である。インタビュアーは張勝友（『光明日報』の記者）。なお、このイン
タビューは『長江 長江』の中国版の原書には含まれている。 
   （戴 1989＝1996）から再引用。  
14.①陸欽侃の「三峡プロジェクトに関する十大論争点」である。なお、この文章は『長
江 長江』の中国版の原書には含まれている。 
   ②戴晴の「三峡プロジェクトにおける移住問題」である。なお、この文章は『長江 
長江』の中国版の原書には含まれている。 
   ③陽浪（『中国青年報』の国内政治部の副主任）の「巨大ダムは、ダモクレスの頭上
の剣である」である。なお、この文章は『長江 長江』の中国版の原書には含まれ
ている。 






   ⑤呉稼祥（経済学者）の「現在の経済条件と体制下では、三峡プロジェクトを支えら
れない」である。なお、この文章は『長江 長江』の中国版の原書には含まれてい
る。 
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   ⑥戴晴の「銭正英女史への質問」である。なお、この文章は『長江 長江』の中国版
の原書には含まれていない。 
      ⑦景軍（北京大学社会学研究所の研究員）の「三峡プロジェクトの論証には、社会学
者と人類学者も参加させられるべきである」である。なお、この文章は『長江 長
江』の中国版の原書には含まれている。 





  ⑨戴晴の「中国版のあとがき」である。 







①【日本語字幕】柴静／『穹頂之下』 中国の PM2.5問題ドキュメンタリー 
Matthew Ge 2015/03/03 に公開 104分 
元 CCTVキャスターが中国の PM2.5問題について語る 








http://blogos.com/article/106834/   2015年 10月２日閲覧 





４月 5日グローブ 13面 




18.「2015年百大思想家出炉! 柴静与 2華人女性入榜」 
http://news.guhantai.com/2015/1210/1A891509B0E62724.shtml（中国語）（最終閲覧日：
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いる生存患者数は 1,886名、そのうち第 1世代は 1,259名、第 2世代は 627名である(2018
年 7月現在、国民健康署)。 
台湾油症事件の始まりは恵明学校視力障害児童中毒事件であった。 




























が 1979年 5月から次々と類似の皮膚病を発生していることが判断した。 




















 一方、1979年 10月 8 日、中央及び省県衛生局の役人は彰化県及び台中県に赴いて、彰化


























 図 1:現在の恵明学校(筆者撮影、2018年 8月）。 











影、2018年 8 月）。 
  



















図 4:恵明学校、恵明育幼院は同じキャンパスにある(筆者撮影、2018年 8月）。 
  
現在、恵明教養院のケア対象は、22 歳以上、心身障害者手帳を持ち、伝染病がない視力
多重障害者である。現在人数 87名、50代 7名、40 代 10名、30代 20名、20代 50名。この
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図 5:恵明教養院(筆者撮影、2018年 8月）。 
 
当時の恵明学校は、視覚障害児のための全寮制の学校で、三食の食事は学内の食堂でまか
なわれていた。油の購入記録によると、1978 年 9 月初めから、彰化油脂会社産の米ぬか油
を購入し、使用していた。1979年 4、5月油症が頃発症した。154名児童生徒（1979年当時
はおおむね 6歳から 20歳まで）の中で、油症被害者は 110名であった。その中で、生徒数
































告書は 1979 年 10 月 6 日に省衛生処に届いた。10 月 7 日に中央衛生署が声明を出し、食用
油が PCBsという毒物を含んでいために起こった事件を確認した。 











 さらに、1979年 9月 30日の中央日報は次のように述べている。 
  


























詳しく調査し、製造工場の熱媒体 Essother500 を検査した。10 月 4 日によって、薬物
食品検査局は食用油のサンプル B,C,Dに PCBsが含まれているのを検出し、また発生し
た皮膚病は皆かつて彰化  油脂会社が製造した食用油を食べたためである。資料によ































なら、PCBs は 1 キロ百何元もかかり、米ぬか油は 1 キロわずか 30 何元で、採算を考える
と、決して PCBsは使えないからである。 






























































































































省の 255県の製油工場の熱媒体の検査について 30万元（約 120万円）以上出費し
















故に脱臭器の中には PCBsが存在している。脱臭器排気口の中の土は PCB の含有量が
100万分の 1000以上入っていた。これは、脱臭器がもれて、PCBsが食油の中に入っ







して、彰化市地方裁判所に起訴した。同年 2月 9日、彰化市地方裁判所はこの責任者 3人に
懲役 10年の刑事罰を科した【注 6】。 
1980 年 4 月、監察院の 7 人の特別調査班は 1 月に公表した「米ぬか油食中毒事件調査報
告」を訂正して行政院に提出した。衛生署、薬物食品検査局、防疫處、経済部国貿局、工業
局などの部門の職務怠慢に対して、監察院は処罰を行政院に申請した。5 月、「中央衛生署
















































































































1.ポリ塩化ビフェニル油中毒事件は 1979年に発見されたが、『国家賠償法』は 1981 年
7月から施行された。「既往は咎めず」から（法律は遡及できないので）、ポリ塩化ビ
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ように要望した。これは、日本と台湾の被害者の初めての正式な会見であった【注 8】。   









































10 数種ある。2016年から、第 1、2回台湾油症受害者支援協会の常務理事を担当した。 
 
②陳昭如へのインタビューの内容 
時期：2017年 2 月 11日（金） 
陳昭如 2018年 8月 20日 確認 
筆者 2018年 9月 8日 作成 
 
 台湾油症が発生した時（1979 年 4 月）、私は 13 歳で、台北市に住んでいた。当時、新聞
テレビのニュースで、初めて油症事件を知った（なお、台湾油症について、日本での初報道
は 1979年 12月）。当時の油症についての印象は被害者の皮膚症状が酷かったということで





















認定患者数は 2018年 3月末現在で 2,322人である。家族が同じ物を食べて被害にあったに
















- 101 - 
 

























































































   台湾油症事件が公害事件として認められる 1 年前、梁火炎とその家族は汚染された
油を摂取したせいで、手足に力が入らない、顔に吹き出物ができる等の症状が現れまし
た。彼らは何が起こったのかわからず、あちこちに治療を求め、多くのお金を使ったが、
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   陳淑静は礼拝堂の片隅に座って、子どもたちの無邪気な顔を見て、哀憐の情がいっ
ぱいにわき起こった。彼女は、子どもたちが永遠にいかなる不幸にも遭遇しないで、往
時の米ぬか油を食べた学生と違うようにと心の中で祈った。 





























































12】患者及び 60 歳以上の女性患者の記憶力が衰えることです。 
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訳注 1 世界では自然環境中の PCBs汚染を早い時期に検出したのは、スウェーデンのイ 
ェンセン、日本の藤原邦達などで、1960 年代末から 1970 年代初頭のことである





訳注 2 日本では鐘淵化学がカネクロールの商品名で 1954年から、三菱モンサントがア 
ロクロールの商品名で 1969年から PCBsの生産を始め、1972年（生産・使用中止 
の行政指導）まで続けられた。 
訳注 3 ダイオキシン類は、PCDDs、PCDFs、コプラナーPCBsの 3群に大別される。PCBs 




















































      2.この研究では患者の治療期間は 3ヶ月でした。しかし、治療効果を明らかにす 
るためには、少なくとも 1年間の治療が必要です。しかし、この治療研究の経 
費はかなり高いので、長期治療研究は困難です。 

























がわかっています。その上、前述の通り、多くの慢性疾患は中毒後 20 年から 30年
後に発症します。しかし、多くの油症患者は既に長い年月を経ている場合は、快復
するはずだと期待していますが、それは誤解です。 












訳注 日本では血中の PCBs、PCDFs、PCQsの検査を行っている。 
 
   一方、妊娠中及び胎児の初期段階は、周囲の環境における毒物が最も大きな影響を
与える時期ですから、第 2世代油症患者の健康状態は大きな問題だと考えています。 
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1979年 12月 16 日、12月 17日、12月 18日、12月 19日、12月 20日、12月 21日、
12月 23日、12月 28日、12月 29日。 
1980年 1月 1日、1月 3日、1月 4日、1月 7日、1月 9日、1月 10日、1月 11日、
1月 12日、1月 13日、1月 16日、1月 19日、1月 21日、1月 24日、1月 25日、1
月 31日、2月 1 日、2月 5 日、2月 7日、2月 8日、2月 9日、2月 12日。 
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Ⅱ『台湾新生報』 
1979年 12月 31 日。 
1980 年 1 月 1 日、1 月 4 日、1 月 5 日、1 月 11 日、1 月 12 日、1 月 20 日、1 月 25
日、1月 29日、1月 31日、2月 5日、2月 6日、2月 8日、2月 9日。 
Ⅲ『連合報』 
1980年 2月 9日、2月 11日。 
Ⅳ『民衆日報』 
1980年 2月 9日。 
Ⅴ『消費者報道』（台湾雑誌） 
1981年 6月 15日、7月 15日、8月 15日、1983年 9月 15日の雑誌は台湾油症事件
についての報道（4点）である。 






④ 台湾油症被害者支援協会 HP 
http://surviving1979.blogspot.com/(最終閲覧日:2018年 10月 2日)。 
⑤衛生福利部国民健康署 HP  
https://www.hpa.gov.tw/Pages/List.aspx?nodeid=176(最終閲覧日:2018年 10月 2日)。 
⑥蔡崇隆,2008,『油症――与毒共存』(映像,73分)。 







⑧「台湾油症考察訪問記 9月 15日―19 日」『油症ニュース』第 7号 1983年 12月 14日  
カネミ油症事件全国連絡会議未訴訟対策委員会。 
⑨矢野トヨコ 2000『台湾旅行 カネミ油症と台湾 PCB受害者――昭和五十八（1983）年十
二月十二日日記』止めよう！ダイオキシン汚染関東ネット。 
⑩筆者は 2017年 2月、8月、2018年 8月台湾に行き、郭育良などの当事者達へのヒアリン
グによる。 
 












































  1.油症患者から生まれた新生児。 
  2.認定登録を行った時に発病していなかったが、その後発病した人。 

























































































































































































生局の技術者顧棋珍が国内外の資料を照合して、発見した（連合報、1980 年１月 4 日）。
②中央衛生署王金茂が、この事件は 11年前に発生したカネミ油症事件を連想して、言い当




4. 1979年 10月 8日の『中央日報』と『台湾油症事件 30年』の 47頁によって、筆者がま
とめた。 





6. 3 人に懲役 10 年の刑事罰について、1980 年 2 月 9 日の『新生報』は次のように述べて
いる。 
 
   PCBs毒油を食用した 1000余人の中毒について、昨日、台湾彰化地方裁判所刑事庁
で判決された。 






裁判長：呉美義 書記官：黄元雄 検査官：陳清青、が職務を実行した。 
8 日朝 9 時 15 分、刑事第 2 庁で、被告 3 人は警察から法廷へ連れてこられ、裁判長
呉美義は判決文を読んだ。読み続いてから、被告らに判決文に対して上訴しないかと聞






















この事件は、彰化県福興、鹿港では 354 名、他の村では 53名、台中県興發工
業会社では 85名、慶陽紡績会社は 85名、愛王工業会社は 17名、恵明学校は 152
名、その他の地区には 404名、合計 1,152 名の患者がいる。 















































理法第 26 条第 1 項を用いるのは、この罪に対して軽すぎる。次の刑法



























































【制定日付】民国 104年（西暦 2015年）１月 22日 
 
【公布日付】民国 104年（西暦 2015年）２月４日 
 
【法規沿革】中華民国 104 年（西暦 2015年）２月４日公布の統領華総一義字第 10400014301





















 ①民国 68年（西暦 1979 年）12月 31日までに生まれ、中央主管機関に登録された者。ま
たは審査登録された者。 
 ②民国 69 年（1980 年）1 月 1 日から民国 69 年（1980 年 12 月 31 日までに生まれ、実母
は①の第一世代油症患者、または審査登録患者である者。 




































































申請に従って、新台湾ドル 20万（約 80万円）の慰謝料は一括支給が申請できる。 
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2 月 11日）。 
 

















 1項の遺族が 2人以上の場合は、その中で 1人が代表として申請を提出する。 




1項の配達する遺族は 2人以上の場合は、中央主管機関はその中の 1人に渡る。 
 本条例に従って、慰謝料を受け取った場合、所得税の徴収は免除される。 
 
補充 2. 説明 
主に 2点が変更になった。①血液検査は登録必要条件ではなく、証明条件の１つになっ
た。故に、登録しやすくなっている。②慰謝料の申請期限が長くなり、申請範囲も広くな














の商業的な利益はなかった。PCBs の事故が起きる以前は、台湾ではほとんどの PCBs はコ
ンデンサーに使用された。 
PCBsと PCBs廃棄物は 1982年まで購入された。1985年に行われた調査では、台湾の PCBs
の量は 20トンの原油、80トンのトランスなどを、合計で 1,000トンであった。しかし 1995
年には、軍事庁が、軍事の分野で 512トンのトランスとコンデンサーが使用されているこ
とを発表した。 









の使用を禁止し、PCBsを含んだコンデンサーと PCBs 原液を保管するよう、命令した。 
 1980年以降、台湾で製造されるトランスとコンデンサーは PCBsを含んでいない。1980
年から、台湾電力会社は PCBsを含む機器の購入をやめ、PCBs機器の取り替えを計画した。  
 PCBs は 1988 年 6 月 22 日に有害物質であることが環境保護庁により発表された。輸入
と PCBsの販売、食品産業での使用が禁止された。  
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 環境保護庁が 2001 年１月１日に、有害化学物質禁止法を発効し、PCBsの使用は禁止さ
れた。 
（出所） Environmental Information of Taiwan, TEPA, 1987。 
http://tabemono.info/report/former/pcd/5/5_2_5/1.html を参照（最終閲覧
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第 3 章 環境文学からみたカネミ油症と台湾油症――矢野トヨコ著 
『カネミが地獄をつれてきた』（1987年）と陳昭如著『被遺







 彼女は、1922年 9月 15日、愛媛県伊予郡上灘町大字高岸に生まれた。家の事情で梅田高
等小学校を 1 年で中退し、機織り工場で働き始め、16 歳の夏に大阪に出た。住み込み奉公
を経て工場の炊事婦をしていた 18歳の時、同郷だった最初の夫矢野喜代松と結婚した。翌
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油症が広く社会に知られるきっかけになったのは、医師によるものではなくて、1人の患者
が保健所に届け出たことによる世の明るみに出た。1968 年 10 月 10 日朝日新聞（西部版）
の夕刊で初めて「正体不明の奇病が続出」と報道されて、カネミ油症事件が広く社会に知ら
れるようになった。1968年 10月 10日はカネミ油症正式発覚日として認識されている。 
しかし、1967年以前に発症した例があることは 1972 年頃から何度か報告されていた。た
とえば 1973 年 10 月には医師と被害者・支援者により 1968 年以前に 18 人の発症が明らか
にされたと報じられ、計 18人のうち認定患者が 6人、未認定患者が 12人で、最も早い発症
例は 1961年北九州市での発症である。また、1973年 10月下旬には山口県で 1968 年 2月以
前に 27人が発症したと報じられた。 
一方、1954年、鐘淵化学工業高砂工場でカネクロール（PCB）の製造が開始された。カネ










1969 年 1 月頃、矢野トヨコは北九州地区カネミライスオイル被害者の会に入会した。そ
の後、未認定患者問題に関心を持ち、1972 年の夏頃から未認定患者の掘り起こし運動に取































































































































































 矢野トヨコは、1968 年 11 月 11 日、北九州市・小倉保健所でカネミ油症検診を受けた時
のことを次のように述べている。 
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当時は気軽い診断をしていたと思われる。 
一方、診断基準について、1968 年 10 月 10 日、朝日新聞の夕刊（西部版）が油症の発症















  「ぼくたちも、顔に出来ているようですが……」 
  「いや、これはニキビで青春のシンボルなんです」 
  どうやら、当時売り出した歌手の坂本九にあこがれているようなことを言っていた
（矢野 1987：42）。 







 矢野トヨコは 1969 年に油症患者と認定された。三男は 1971 年油症に認定。夫矢野忠義
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医学的な根拠をもって説明責任を負える範囲でしか認定、未認定の区別はできない。






















5cc の PCBを今持ってきてあんた飲んでみろ？」（陳 2010：256、陳翔訳、筆者加
筆）。 
 











































１月１日から 1980年 12月 31日までに生まれ、実母が第１世代油症患者である者と定義さ
れた。2 世は 1981 年 1 月 1 日以降に出生した者で実母は第１世代油症患者であることが条
件とされた。なお、登録患者である母親から生まれた子どもは申請すると、登録できる。    
2015 年の台湾油症患者救済ケア法律による血液検査、すなわち PCBs、PCDFs 数値を要件































































































































な推進に関する法律」が制定されて、同年 9月 5日に施行されている。台湾の場合は 36年


















敏子【注 4】にインタビューした。７月 13 日、福江総合福祉保健センターでカネミ油症事
件発生 50年事業実行委員長下田守と九州大学病院油症ダイオキシン研究診療センター長崎
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県五島担当谷尾恵子及びほかの委員たちに聞き取り調査した。 





2017年 8月 27日、カネカ PT会議会を傍聴。 
2017年 8月 29日、「カネミ関東連絡会」の鈴木文史朗に聞き取り調査。 
2017年 8月 30日、藤原寿和とともに農林水産省【注 6】に聞き取り調査。 































2018年 9月、第 24回 ASLE－Japan / 文学・環境学会全国大会に参加・発表した。その
後、石牟礼道子の研究に関する研究者と交流をした。 
2018年 9月、戸田清（代表）・藤原寿和・友澤悠季と一緒に「油症事件と PCB 汚染を考え
る 2018 長崎展」を企画・開催。 
2018 年 10 月 6 日、福岡市で「カネミ油症事件 50 周年――カネミ油症に学ぶ集い」に参
加し、カネミ油症被害者福岡地区の会事務局長の三苫哲也に聞き取り調査をした。 
2016年以来、筆者はカネミ油症及び台湾油症の被害者計 26名に聞き取り調査した。その























 カネミ油症事件の場合は、被害届出１万 4,627 名に対して、最初の認定は 913 名であっ
た（1969年 7月現在、厚生労働省）（カネミ油症 40 年記念誌編さん委員会 2010：14）。2004
年に血中ダイオキシンが認定基準に追加された。さらに、2012 年の法律により同居家族の
積極認定の基準が追加された。しかし、認定されたのは 2,318名（2018年 12月 31日現在、











章注 2 を参照）から引き継いた時に、登録されていた生存患者数は約 1,600 名である。
現在登録されている生存患者数は 1,886 名、そのうち第 1 世代は 1,259 名、第 2 世代は





























数（1～10 個）と置換位置の違いにより 209 種類の同族体がある（図 7）。市販されていた




を製造し始めた。筆者は 2017 年 10 月 14 日兵庫県高砂市カネカ高砂工業所の PCBs 盛立地
などを見学し、現在でも、低濃度の PCBsは焼却で処理されたが、高濃度の PCBs は処理しき
れずまだ大量に保管されていることを確認した。なお、PCBs は、当時の日本では、同社の
ほかに、モンサントの日本法人である三菱モンサントも販売していた【注 10】。ちなみに商
品の規格として、鐘淵化学の KC-500 はカネクロール（500=5 塩素置換体）を、三菱モンサ
















被害者は平均 633mgの PCBs、3.4mgの PCDFsを摂取していた。台湾の被害者は平均 973mgの
PCBs、3.84mgの PCDFsを摂取していた（郭育良 2010：5）【注 13】。 
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油症原因油【注 14】  920 5 
Yu-Cheng原因油【注 15】 67～99 0.21～0.4 
 
表 10 油症被害者と Yu-Cheng被害者の PCBsと PCDFs 摂取量 
被害者 
発症までの摂取量(mg） 総摂取量(mg） 
PCBs PCDFs PCBs PCDFs 
油症被害者【注 16】 466 2.5 633 3.4 
Yu-Cheng被害者 
【注 17】 
302 1.3 1,000 3.8 
（出所） 表 9、10ともに宮田秀明が作成したものを、藤原寿和より提供を受けた。 
 












台湾油症患者の PCBs、PCDFs 及び PCQs の一人当たりの全摂取量はそれぞれ 473、 




のそれぞれの 1/10～1/20であったからである。（増田 2000：52）。 
 
さらに、宮田秀明によれば、油症原因油の毒性の寄与度は、PCBsが 10%程度、PCDFsが 90%
程度、PCQs が 0%であることが明らかとなっている（藤原寿和あて電子メール 2017 年【注
20】）。 
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増田義人は「肝臓で最も濃度が高い PCDFs 同族体は福岡油症患者では 2, 3, 4, 7, 8-








図 8 ジベンゾフランの構造式。 
 
上記によると、台湾油症の場合は 1, 2, 3, 4, 7, 8 の 6個の水素を塩素に置換した。そ
れに対して、日本の場合は、2, 3, 4, 7, 8の 5個の水素を塩素に置換した。表 8によれ

















最高 90ppb；患者中の最高濃度 1500ppb 以上；日本福岡県患者平均 10ppb」と述べている。
また、恵明学校で被害者に会った時、「十四歳の男子は、吹出物が次々に出来て、手術の回
数は数えきれないほどである。手、足の爪は完全に真黒であった。墨を固めたような感じで
ある。その男子の血中 PCBs 濃度は 1,500ppb以上で最高だった。日本でもそのような例はな
かったのである。」【注 21】と述べている。 
また、宮田秀明によれば、カネミ油症でのメラニン色素により黒化した爪の変形頻度は約









2 点ある。第 1 に台湾が被害者の年齢が比較的、若いことであった。台湾では被害者
全体のうち 10-19 歳が最も多く、日本ではどの年齢も平均的であった。第 2に台湾は






表 11 台湾と日本油症患者の比較  
 台湾 日本 
時間 1979年 4月【注 23】 1968年 3月～1969年１月 
患者数（第 1次報告） 1,451名 325名 
性別 女性の方が少し多い 女性の方が少し多い 
罹患率 98/100000 8.2/100000 
ニキビまた湿疹 49.9％ 81.7％ 






PCBsの最小有害量 0.3～0.5ｇ 0.5ｇ 
汚染原因 米ぬか油脱臭過程 米ぬか油脱臭過程 
（出所） 国民健康局 2006『国民健康局九十四年度科技研究発展計書 健康風険及政策評
估中心 環境健康風険評估・管理興溝通組』203頁の「表 4-3-5 台湾及日本油症
患者的比較」の日本語訳（筆者訳）。なお、オリジナルの資料出所は葛應欽 1981




 表 11によると、比較された油症患者数について、台湾の場合（1979年 4月-1980年 2月）
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と評価している。しかし、カネミ油症届出患者 6,611 名は台湾登録患者 1,451 名と比べる
と、堀田恭子の「第 2に台湾は日本ほど症状が重くないこと」という結論と相違する可能性
がある。 
 さらに、2017 年 8 月 3 日、筆者は台湾国家公共衛生院を訪問した際、郭育良は次のよう
に述べた。 
 
現在の資料によると、台湾の場合は PCBs 及び PCDFs の摂取濃度が日本より低いが、










妹、弟と下田 5人であった。   
   下田順子は、1975年に母親と同時にカネミ油症と認定された。弟は 1977 年にカネミ
油症被害者に認定された。なお、当時父と妹は当時の認定基準を満たしていなかったの
で、認定されなかった。しかし、2012年の新法の救済で認定された。 
   下田順子に油症の症状が出始めたのは、1968 年小学校の 1 年生の時であった。米ぬ
か油を食べたのは 1968 年 2 月以降。記憶は定かではないが、5 月頃に鼻血が出て止ま















   母は近所の人たちに体の異常について聞いてみた。他の人も同じように皮膚にブツ
ブツができていたが、他人に知られたくないこととこの病気がうつるのではないかと
思われたくないことを心配して、みんな黙っていたと記憶している。 






   高校卒業と同時に島から逃げるように就職した。島を離れても、健康な人たちと同じ
ように働くことが出来るかどうか不安であった。今でも、差別と偏見を恐れている。さ













   長女は生まれた時、すでに浅黒かった。ずっと粉ミルクで育てた。現在でも時々ニキ
ビができる。 
   長男は生まれた時、皮膚の色は普通だった。母乳で育てた。現在皮膚炎は収まってい
るが、永久歯が生えずに、乳歯のままである。 
   2人とも血液検査を受けたが、PCDFs濃度は基準以下なので、認定されなかった。な
お、長男の PCDFs濃度は長女より高い。 
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いる。 
    1982年結婚、1983年長女出生、子どもの出生時の体重 2,050グラム、予定より 1ヶ
月早かった。生後体色はそれほどひどくないが、虚弱体質で、よく風邪をひいた。第二
世代患者に登録された。 



















   しかし、現在、関節が時々痛くなっている。特に膝。そして、寝不足が続いた時には、
また紫斑が出ることがある。成長段階によって、病状が変わっていたと思っている。 




   Hは油症事件以降に生まれたので、その油を食べていないが、Hの祖母と両親はその
油を食べた。ただし、普段母親は料理に油をあまり使わなかったので、家族には症状が
出ていなかった。従って、認定申請もしなかった。 

















   当時の家族構成は父親、母親、姉と鈴木文史朗の 4人であった。父親はほとんど外食
だったので、家族の中では症状（皮膚の発疹）が一番すくなかった。鈴木文史朗は年少
（6 歳）であったせいか、当時の症状が一番重かった。顔に膿をもった。湿疹ができ、
まぶたにまで及んだ。1968 年 10 月から 11 月の間に九州大学の検診でカネミ油症被害
者に認定された。当時、母親と姉及び父親は疑症という診断結果であった。記憶によれ
ば、近所には認定被害者はほとんどいなかった。 




   現在、鈴木文史朗には皮膚症状はない。目は強度の近視である。ずっとテニスと卓球
及び体操などのスポーツをやっている。最近体の左側に痛みがある。現在、高脂血症の
薬を飲んでいる。 
   母親と姉は 2016年に同居認定申請によって、認定された。姉の PCBsパターンは Bで
ある。2人には現在は皮膚症状はない。しかし、母親には咳が続いている。病院に行っ
ても、原因不明であった。カネミ油症との因果関係はわからない。 
















   当時家族構成は父親、森田安子、妹 2人と弟の 5名であった。父親は 1974 年に事故
で亡くなった。森田安子の記憶によれば、当時父親には皮膚症状がなかった。しかし、
重い心臓病があった。申請したが、油症患者に認定されなかった。 
   1 人の妹は 1968 年にほおの 2 ヶ所の塩素ニキビによって、油症患者に認定された。
現在は良くなっている。 




   弟も 2012年に同居家族の申請認定によって、油症患者に認定された。当時も皮膚症
状がなかった。現在歯が溶けやすく、胃と腸にポリープ（良性）がある。 






   森田安子は子どもが 3人いる。長女は 1979年に出生。30歳ぐらいから皮膚がボロボ
ロになり、手の震え、子宮筋腫、めまいの症状がある。2017年に血液検査を受けて、油
症患者に認定された。 
   長男は 1981 年に出生。当時も現在も皮膚症状はない。ほかの症状もほとんどない。
血液検査を受け、基準値を満たさないので、油症患者に認定されなかった。 








   当時家族構成は父親、母親、渡部道子と弟 4人であった。当時 4人とも皮膚症状が重




   母親は 1972年頃に油症患者に認定された。当時顔の湿疹は重かった。今はほとんど
治っている。現在肝臓病がある。 
   弟は 1969年に油症患者に認定された。当時背中、顔の出来物が重かった。潰れたら、
強い悪臭がした。現在でも時々出来る。 



















   次男は 1975 年出生。生まれた時、皮膚は健康色ではなかった。歯茎に病気があり、
2017年 8月に血液検査を受けた。結果はまだ出ていない。 
   長女は 1977年出生。生まれた時、皮膚症状はなかった。歯茎に病気があった。現在
でも体型が細く、食欲が不振で、虚弱体質のため、風邪を引きやすい。2018 年血液検
査を受ける予定である。 
   ちなみに、岩村定子は現在「カネミ油症五島市会」の副会長である。 
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ンを受けている。 
   母親の記憶によれば、当時母親の皮膚症状が重かった。特に顔にニキビがたくさん出
来た。現在は大分良くになっている。しかし、年とともに体中の痛みと疲れが酷くなっ
ている。 
   弟は生まれた時に湿疹があったが、今良くなっている。現在ほかの症状がないので、
油症患者認定の申請をしなかった。 















































































カネミ油症の認定基準について、1968 年 10 月 10 日、朝日新聞が油症の発症を初めて報
道している（朝日新聞全国版と長崎新聞は 1968年 10月 12日）。10月 14日に九州大学の油





認定制度が壁となり、1969 年 7 月 2 日当時の厚生省の集計によると、届出者 1 万 4,627 名
のうち認定患者は 913 名であった（カネミ油症 40 年記念誌編さん委員会 2010：14）。すな
わち、わずか 6.2%しか認定されなかった。 
1976 年の改正認定基準も皮膚症状中心の基準のままであったものの、「血液中の PCBs の
性状および濃度の異常」および「血液中の PCQsの性状および濃度の異常」が基準条件に追
加された。 
2004 年の改正認定基準には PCBs の汚染に加えて、PCBs とダイオキシン類（主に PCDFs）
の複合汚染が付け加えられた。その診断基準によって新たに 18名が認定された。2012年カ
ネミ救済法の同居家族積極認定を経ても、認定は 2,318 名、そのうち同居認定は 318 名で
























































































































カネミ油症の場合、1968 年 10 月 10 日に朝日新聞（西部版）夕刊で奇病発生が発表され

















症発症時の第 27 条に相当）【注 31】以下に明記され義務付けられている食品衛生法体系に
基づき調査を実行すればわかる。水俣病事件もカネミ油症事件も、この法律に義務付けられ
た調査を行っていない（津田敏秀電子メール 2017年）。 






























































































































































表 12 食品公害新法（仮称）ができたら？ 20180612 20180617改訂 戸田清作成 



















































































































  ①原因食品を摂取したかどうかを証明することは困難。 










が行き詰まった場合には基金で患者を支えることを想定する（毎日新聞 2018）。  













































破棄される可能性があった。この公布によって、1 世は 1979 年 12 月 31 日以前に出生した
者、2世は 1980年１月 1日以降に生まれ、実母が第 1世代油症患者である者と定義された。
未登録者は登録するために、1 世は原因食品及び病因物質への暴露と表 12 における症状に





症患者の定義が変更されている。すなわち、１世は 1980年１月１日から 1980年 12月 31日
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までに生まれ、実母が第 1世代油症患者であるということが認定基準になった。つまり、１
世に属する患者の数が増えることを意味する。2世は 1981年 1月 1日以降に出生した者で、




























4,000 元（約 8 万 9,000 円）を支払わなければならない。認定された場合には返却される。









患者の名簿を作成した。この報告書によれば、2015 年 2 月から同年末まで、名簿に登録さ
れた油症患者は 695 名であり 64 回の電話訪問と 32 回の家庭訪問を行った。このうち、油
症患者 301名（台中県 291 名、彰化県 10名）の状況が把握されている。登録患者は 226名、






































表 13 カネミ油症事件（日本）と台湾油症事件における相違点 



































のうち第 2 世代は 1,269 名
（68%、平均年齢 56歳）。 
第 2世代は 585名（32％、平
均年齢は 25歳）。  














運動主体【注 42】 被害者本人と支援者 支援者 
油症を研究する学者 政府側は被害者側と対立。 台湾の学者の対立は少な
い。 










































台南安順工場汚染事件の場合は、2008 年、被害者 347 名は中国石油化学工業開発株式会
社、経済部及び台南市政府に提訴した。2015年 12月 7日、一審は、中国石油化学工業開発
株式会社及び経済部は被害者 312名（残り 35名は血液濃度及び他の手続きなどは基準に合
わない）に約 1億 6,800万元（約 6億 800万円）を支払う判決を出した。ちなみに、台南安
順工場汚染事件の担当部門は行政院農業委員会、経済部及び行政院環境保護署である。なお、
2005年から、ダイオキシン濃度 64pg以上の被害者は月 1万 7,820元（約 6万 4,000 円）を






































害者。現在人数 87名、50代 7名、40代 10名、30代 20名、20代 50名。この中で、油症
被害者男 2名、女 6名、計 8 名）の 2校があった。当時の恵明学校は、視覚障害児のため
の全寮制の学校で、食事は朝昼晩と学内の食堂でまかなわれていた。計 154 名の関係者
（教職員・児童生徒）の中で、油症被害者は 110名であった。現在登録されている生存
患者数は 88 名、死亡者 22 名である（2017 年 2 月、私立恵明視力障害者教養院周鳳雪院
長からのヒアリングによる）。 
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1963 この頃から北九州・飯塚など各地で患者に症状が出始める 
1968 2 月 西日本各地で鶏の大量死や産卵の急激な低下など多発（ダーク油事件） 
1968 6 月 7 日 九大病院皮膚科に三歳女児受診 
1968 10月 10日 大牟田、福岡、北九州での「奇病」続出を朝日新聞西部本社版が報道 
1968 10 月 14 日 九大病院を中心に油症研究班が発足。福岡市の村山博一らが被害者の
会を結成 
1968 10 月 19 日 九大油症研究班が診断基準を発表。厚生省が米ぬか油中毒事件対策本
部を発足 
1968 10月 21日 長崎大学病院で特別検診を開始 
1968 11 月１日 油症研究班がライスオイルからの PCBs検出を発表 
1968 11月 20日 〔福岡〕田川地区カネミライスオイル被害者の会（会長紙野柳蔵）結成 



















2004 油症被害者 147 人が日本弁護士連合会に人権救済を申し立て。全国油症治療研究班









2013 3 月 21日 新認定患者が福岡地裁小倉支部で敗訴（除斥期間 20年の適用） 
2015 6 月 2 日 新認定患者が最高裁で敗訴 
（出所） 戸田清作成。 
参考資料 『回復への祈り カネミ油症 40年記念誌』（長崎県五島市 2010年）ほか。 
（註） 2017年 12月末現在、認定患者 2,318人（1968年の保健所への届け出は約 14,000













































工作ミスにより PCBsが混入したライスオイルの缶が 2月 5日までの間に別の油と
すり 替えられた可能性があると考えています。 
【そう考える理由】 
①工作ミスによる PCBs混入量から計算される被害者数は 10-20万人。ところ  
が実際被害を訴えた人（自覚症状があった人）は 14,000人余り。被害者数 













  【想定される犯人像】 
 この当時、米軍は 245Tに代わる新枯れ葉剤（加熱するとダイオキシンになる）を探
していました。すでにダウケミカルが 1968 年までに PCP を提案して採用されていま
す。供給工場は台湾苛性安順工場で 1969 年から PCPs の大量生産を開始しています。 
 一方、モンサントは PCBsが候補化合物となりうると考えていたと思われます。カネ
ミ油症事件発覚前から三菱モンサントが三重県四日市で PCBs 製造を計画、事件が発
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日本の統計では 3月末までと違い、台湾の場合は 7月末である。 
10.三菱モンサントは 1969年から販売した。Robin，Marie-Monique,2008,Le Monde selon  
Monsanto，Paris：La Découverte．（=2015,村澤真保呂・上尾真道訳、戸田清監修『モン
サント――世界の農業を支配する遺伝子組み換え企業』作品社.）29頁を参照。 
なお、日本では、PCBs は 1972 年（昭和 47 年）の生産・使用の中止等の行政指導を経




年 4月 1日）。 
また、以下の表を参照。 
 
表 15 PCBs年表  戸田清作成 20161008 20170502 改訂 下線は金星が 20180401 加筆 
1881年 ドイツで PCBs合成 
1929年 米国で PCBs工業生産始まる（スワン、のちモンサント） 
1954年 日本で PCBs生産始まる（カネカ） 
1961年 カネミ倉庫がカネカの勧めで PCBsの熱媒体利用を始める 
1962年 この頃から油症患者 
1965年 中国で PCBsを生産開始 
1968年 ダーク油事件、カネミ油症の公式発見 










1974年 中国で PCBsを禁止 
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1975年 PCBsからダイオキシン類の PCDFs検出（九州大学の長山淳哉） 
1977年 米国で TSCA（毒性物質規制法）を制定して PCBsを製造禁止 
同年、カナダで PCBsを製造禁止 
1979年 フランスで接着剤、添加剤、工業用油脂類への PCBs使用を禁止 
同年、台湾油症の公式発見 
1980年 台湾の PCBsの製造禁止及び PCBsの輸入禁止（当時は国家貿易局が管轄） 
1981年 英国で新規製造機器の PCBs閉鎖系使用を禁止、PCBsの国内生産がほぼ終結、5
リットル以上の PCBs を含有する既存機器での閉鎖系使用は 2000 年 12 月まで
に停止 
1982年 台湾で PCBsの輸入禁止 
1983年 西ドイツで PCBs 製造禁止 




1990年 中国で PCBsを含むコンデンサーの廃棄終了 
2001 年 5 月、PCBs を 2028 年までに全廃することを含む国際条約である POPs 条約（残
留性有機汚染物質に関するストックホルム条約）が調印された（POPs は
persistent organic pollutants の略語で、残留性有機汚染物質を指す）。POPs
条約の対象品目の大半は PCBsをはじめとする有機塩素化合物。 
同年 6 月、日本で POPs 条約の調印を受け PCBs 処理特別措置法を制定し、併
せて環境事業団法を改正して、2016年までに処理する制度を作った。 
2011 年 1 月、台湾行政院環境保護署が有害化学物質禁止法を発効し、PCBs を全面的に
禁止することを決定した。 
（出所） ウィキペディア日本語版「ポリ塩化ビフェニル」、同英語版、同仏語版、同エス
ペラント版、同西語版 2016年 10月 8日閲覧。 
 
表16 1960-70年代当時のPCBsの用途 環境省作成 
用途 製品例・使用場所 
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訳注 2 日本では鐘淵化学がカネクロールの商品名で 1954 年から、三菱モンサントがア
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オキシン』岩波新書 1999年、などを参照。（陳 2010：271-272、筆者訳）。 
 
しかし、筆者は 2018 年 8月藤原寿和らが郭育良に訪問したとき、郭育良は「台湾米ぬ
か油食中毒事件を引き起こした元凶はポリ塩化ビフェニルの混合物の一種アロクロール
（Aroclor）1254ではなく、カネクロール 400と 500 の混合物だと推測しています」と述
べている。理由について、Shu-Tao Hsu et al.:Discovery and Epidemiology of PCB 
Poisoning in Taiwan:A Four-Year Followup.Environmental Health 
Perspectives,59:6(1985).は次のよう述べている。 
 
     The laboratory analysis showed that the C-rice oil from both the Hui-
Ming School for Blindness and The F-H Oil Store contained a Kanechlor-
400,500 mixture at concentrations as high as 65 and 108 
ppm,respectively. These findings were also confirmed by M.Kuratsune and 
Y.Masuda of Kyushu University.However,PCBs were not detected in the 
newly purified rice oil from C-Company,and the owner claimed in defense 
that he had not used PCBs as a heat conductor in the deodorizing process 
since 1976.But both soil samples and workers’blood samples of the C-
Company were proved by Y.Masuda to have abnormally high levels of PCBs. 
 
さらに、Yueliang Leon Guo,Mei-Lin Yu:The Yucheng Rice Oil Poisoning 
Incident.DIOXINS AND HEALTH,SECOND EDITION,22:893(2003)は次のように述べている。 
 
  A Japanese-produced polychlorinated biphenyl(PCB)mixture(Kanechlor-400 
and 500)was used as the heat transfer medium in the process of 
deodorization and deodorization of rice oil by a rice oil company in 
central Taiwan.PCBs and ter- and quaterphenyls (PCTs and PCQs),leaked into 
the rice oil and poisoned 2000  people who had consumed the oil. 
 
なお、台湾では最も早く PCB を研究している論文は Shu-Tao Hsu et al.:Discovery 
and Epidemiology of PCB Poisoning in Taiwan.American Journal of Industrial 
Medicine.5:71-79(1984).である。内容は上記とぼぼ同じである。 
14.Hayabuchi et al.: Consumption of toxic oil by "Yusho " patients and its 
relation to the clinical response and period.  Food Cosmet. Toxicol, 17, 455-461 
(1979) （藤原寿和あて電子メール 2017年）。 
15.C.-F. Lan et al.: An epidemiological study on polychlorinated biphenyls 
poisoning in Taichung area ［in Chinese; English sumamary］, Clin. Med. (Taipei) 
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7, 96-100 (1981).  Food Cosmet. Toxicol, 17, 455-461 （藤原寿和あて電子メール 2017
年）。 
16.注 14 に同じ。 
17.注 15 に同じ。 
18.2017年 8月に郭育良へのヒアリングによる。 
19.愛知県衛生研究所 2004「PCBポリ塩化ビフェニル）」。 





す。熱媒体としては、日本では KC-400、台湾では KC-400と KC-500です。 
しかし、熱媒体に使用されていた PCBs は、PCBs の一部がポリ塩化ジベンゾフラ
ン PCDFs に変性し、その後、脱臭装置内で約 200℃と減圧の条件下において、大半
の PCBs は気散し、元の PCBs よりも高沸点物の PCBs 異性体組成に変性していまし
た。一方、PCDFsは PCBsよ りも沸点が高いため、気散率が少なく、元の熱媒体よ









ている（Wan-Ting Hung, George H. Lambert, Ping-Wei Huang, Donald G. Patterson 
Jr.,Yue Leon Guo,2013,“Genetic susceptibility to dioxin-like 
chemicals’induction of cytochrome P4501A2 in the human adult linked to specific 
AhRR polymorphism,” Chemosphere,90:2358–2364 による）。郭育良の研究によると、高
塩素化 PCBs は低塩素化 PCBs より生物学的半減期が長いので、体外排出速度が遅い(郭育

















る・・・アロクロール 1254(モンサント社の PCB製品で、塩素含量約 54%、すなわち
カネクロール 500 に相当する)をラットに投与した場合も得られており、塩素数の





Immunotoxicity of PCBs and PCDFs on human has been studied on two cohorts 
that had exposed accidentally to PCBs/PCDFs through consumption of 
contaminated rice bran oil, the Japanese Yusho and the Taiwanese Yucheng 
cohorts. The Japanese Yusho patients suffered frequently from respiratory 
infections and had decreased serum concentrations of IgA and Ig M in the 
first three years after the outbreak. Immunologic evaluation of the 
Taiwanese Yucheng victims showed decreased serum concentration of IgA and 
IgM, reduced percentages of total T-lymphocytes, active T-cells, and helper 
T-cells, suppressed DHR, and lowered percentages of monocyte and 
polymorphonuclear leukocyte bearing immunoglobulin and complement 
receptors a year after the incident. Three years later, the percentage of 
total T-cells and active T-cells were recovered, yet the percentage of 
helper T-cells was still low.” 
（Mei-Lin Yu,Jyh-Wei Hsm,Chen-Chin Hsu, Wu-Chiang Chan, and Yueliang Leon 
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筆者の郭育良へのヒアリング（2017年 8月）によれば、台湾の場合、PCDFs 発見の具体 
的な時期は不明である。しかし、遅くとも、1996年に PCDFsが原因物質だと確認されてい
る。なお、郭育良ほかの 1981年の論文（Lan CF, Chen PH, Shieh LL, et al. 1981,“An 
epidemiological study on polychlorinated biphenyls poisoning in Taichung 
area,”Clinical Medicine,7:96–100.）の中で、PCDFsは部分的に言及されているが、郭
育 良 ほ か の 1996 年 の 論 文 (Yue Leon Guo, Mei-Lin M. Yu and John J. 
Ryan,1996,“Different congeners of PCBs/PCDFs may have contributed to different 
health outcomes in the Yucheng cohort, ”Neurotoxicology and 
Teratology,18(3):255-256.)の中で、PCDFs は原因物質だと確認されている。一方、同氏
は、PCQsという化学物質は知っているが、それに関する研究はしていないと述べた。 
なお、日本の場合、1975 年九州大学の長山淳哉は PCBs からダイオキシン類の PCDFs を
検出した。 
21.「台湾油症考察訪問記」油症ニュース第 7号（1983 年 12月 14日発行）による。 
22.葛應欽：当時は台湾省政府衛生署技術部主任、現在は高雄医学大学副学長、客員教授。 




表 18 油症患者の症状別分類 
等級 主要な症状 副次的な症状 


















（出所） 「日本油症受害者支援中心藤原壽和秘書長瀕蒞署訪問議程」（2017 年 2月に藤
原寿和らが台湾国民健康署を訪問したときに受領した資料、筆者訳）。この表は、
1981 年葛應欽が調査した 1,451 名の台湾油症事件の被害者の症状により、分類
される表である。国民健康署は現在でも、この表によって、油症患者症状の重さ
を判断する。なお、被害症状は第１級から第 4級へと順に重くなる。 





（最終閲覧日：2017年 9月 12日）。 
26.No.1 は 2016 年 6 月（諫早市）と 2017 年 11 月（長崎市）に筆者が行った本人への聞き
取りによる。 
No.2-5は 2017年 2月に筆者が台中市恵明学校に赴き行った本人への聞き取りによる。 
No.6は 2017年 7月に筆者が奈留島に赴き行った本人への聞き取りによる。 
No.7は 2017年 7月に筆者が長崎市に赴き行った本人への聞き取りによる。 
No.8は 2017年 8月に筆者が台北市に赴き行った本人への聞き取りによる。 
No.9は 2017年 8月に筆者が東京に赴き行った本人への聞き取りによる。 
No.10は 2017年 10月に筆者が高砂市に赴き行った本人への聞き取りによる。 
No.11は 2017年 10月に筆者が高砂市に赴き行った本人への聞き取りによる。 
No.12は 2017年 10月に筆者が高砂市に赴き行った本人への聞き取りによる。 
No.13は 2017年 10月に筆者が姫路市に赴き行った本人への聞き取りによる。 







また、李銘杰ほか論文(Ming-Chieh Li, Pau-Chung Chen, Pei-Chien Tsai, Masutaka 
Furue, Daisuke Onozuka, Akihito Hagihara,Hiroshi Uchi, Takesumi Yoshimura and Yue 
Leon Guo,2015,“Mortality after exposure to polychlorinated biphenyls and 
polychlorinated dibenzofurans:A meta-analysis of two highly exposed 
cohorts, ”International Journal of Cancer,137:1427–1432.)の中で、日台油症事件の
他の点は次のように述べられている。 
 
      Polychlorinated biphenyls (PCBs), polychlorinated dibenzofurans (PCDFs), 
and dioxin-like chemicals are ubiquitous food contaminants in developed 
countries. However, only two major events of food contamination by PCBs and 
PCDFs have occurred around the world: the Yusho event in Japan in 1968 and 
the Yucheng event in Taiwan in 1979. In both events, the victims were Asian 
people, and they were exposed to similar, high doses of PCBs/PCDFs. This is 
the first study to examine overall mortality in the two cohorts. The results 
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suggest elevated mortality from all cancers and lung cancer among males, and 
elevated mortality from liver cancer among females.”  
(Ming-Chieh Li, Pau-Chung Chen, Pei-Chien Tsai, Masutaka Furue, Daisuke 
Onozuka, Akihito Hagihara,Hiroshi Uchi, Takesumi Yoshimura and Yue Leon 
Guo,2015,“Mortality after exposure to polychlorinated biphenyls and 
polychlorinated dibenzofurans:A meta-analysis of two highly exposed 












   また、李銘杰ほかの論文の中では次のように言及されている。 
 
Several discrepancies in SMR were found between Yucheng and Yusho. 
Comparing to their own control population, Yucheng had elevated heart disease 
mortality, but Yusho did not. Causes for such observed difference include 
several possibilities. Japanese people had lower standardized mortality rate 
for heart diseases as compared to Taiwanese people. Even after 40 years of 
follow-up, exposure to PCBs and PCDFs did not affect the Yusho victims’ 
heart mortality significantly. On the other hand, heart diseases were 
increased in Yucheng, likely as a results of accelerated atherosclerosis,as 
reviewed by Humblet et al. The finding of elevated heart mortality in Yucheng 
is comparable to people highly exposed to Agent Orange. It is also possible 
that misclassification in ICD-9 coding occurred in Japan caused inability to 
detect elevated heart diseases in Yusho victims.” 
(Ming-Chieh Li, Pau-Chung Chen, Pei-Chien Tsai, Masutaka Furue, Daisuke 
Onozuka, Akihito Hagihara,Hiroshi Uchi, Takesumi Yoshimura and Yue Leon 
Guo,2015,“Mortality after exposure to polychlorinated biphenyls and 
polychlorinated dibenzofurans:A meta-analysis of two highly exposed 
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34.http://hunanfy.chinacourt.org/article/detail/2009/11/id/1384344.shtml( 最 終 閲
覧日：2017年 9月 5日、筆者訳)。 
35.台湾「公害紛争処理法」（中国語：「公害糾紛處理法」）（1992年 2月 1日公布、2009年 6
月修正）の第 2条は次のように「公害」を定義している： 
 





 従って、上述した 10 種類の汚染項目及びその他中央管轄機関が公表したものによる損
害、あるいは損害可能性があるものによって引き起こされた紛争は公害紛争であると定義
される。 









































資料を対照して、発見した。（連合報、1980 年１月 4 日）2.中央衛生署王金茂が、この事













































年 12 月 31 日までに生まれ、母親は第１世代油症患者あるいは審査を経て認められた者、













  台湾の場合は、社団法人台湾油症被害者支援協会（2009年設立）がある。 
  また、油症患者の生理、心身及び社会各層面のニーズのために、2016年 4月に「油症患




   1.健康資料統計分析：国内と海外の油症に関する文献及び健康診断の結果を分析し
て、油症患者の健康状況を把握する。 
   2.ケア諮問サービス：専用電話を設置し、患者の声に耳を傾け、患者との連絡を強化
し、積極的に症状が深刻な患者と向き合い、油症患者の身体・心身・社会的各方面
ニーズを把握する。また、諮問サービス、医療サービス及び追跡研究を提供する。 
   3.健康促進活動を行う：油症患者の心身健康のために、定期的に油症患者及び団体に
訪問し、健康訓練活動を行う。 







ネミ油症事件の新認定患者 50 名と遺族が、2008 年に提訴し、ダイオキシン類などに汚染
された食用油を製造、販売したカネミ倉庫（北九州市）などに総額 2億 7,500 万円を求め
たが、民法の「除斥期間」により敗訴した。原告は診断基準が見直された 2004 年以降に認
定された人が大半で、認定されるまでは何の補償も受けていない。 
カネカ：1987年 3月に和解。約 700名原告に和解金約 300～500万円を支払った。 
国：①2013 年１月 1 日から、認定患者 1 人当たり年 19 万円が支払われることになって
いる（ 2012年カネミ救済法により健康実態調査に協力した患者に国から 19万円、カネミ
倉庫から 5万円の計 24万円が年間支給されている。同社は患者の医療費も負担）。②仮払
金総額約 27億円を約 800名の原告に支払った（1985 年、国は原告 829名に 26 億 9,800万
円の仮払金を支払った（平均 1 名あたり 300 万円）。2007 年までに、約 7 億円の仮払金が
完済された。2007 年に、「カネミ油症事件関係仮払金返還債権の免除についての特例に関
する法律」が成立した。1 世帯あたりの世帯収入 700 万円未満の原告は国への返還を免除
した。今まで 485名の債権を免除している。2017年 8月末までに、残っている 7名約 1,500
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万円の免除はこれからもできるので、今の収入状況などを確認してやっていけるようにし
ている（筆者が 2017年 8月に農林水産省への聞き取りからの要約）。  
台湾油症の場合、政府が公布した「油症患者健康照護服務條例」の第 12条では、「列冊
（登録）された油症患者、または、この条例施行以前の死亡者、その配偶者、直系親族、
遺族には、申請に従って、20万元（約 68万 6,880 円）の慰謝料の一括支給を申請できる」
と規定している。医療費（問診費自己負担、入院費は一定範囲内の政府負担）は全て政府
が負担している。また、地方政府の場合、台中市は、①3つの祭りのお見舞い金：毎年の春
節、端午の節句、中秋節の場合、申請の必要はなく、3 回 6,000 元（約 2 万 2,000 円）を
支給する。②葬儀と埋葬の費用手当：列冊（登録）された死亡者に、査定に従って経費を
支給する、最高の手当は 5万元（約 18万 2,000円）。③妊婦栄養手当：列冊（登録）され
た妊婦は出産する前後各 2ヶ月（計 4ヶ月）、あるいは妊娠中 3ヶ月以上、または自然流産
と死産の前後 2ヶ月（計 4ヶ月）、毎月の手当として 6,000元（約 2万 2,000円）を支給す
る。申請審査結果に従って、一括して支給する」と規定している。彰化県は、3 つの祭りの
お見舞い金：毎年の春節、端午の節句、中秋節の場合、申請の必要はなく、3 回 1,000 元
（約 3,800 円）を支給する。新北市は、2 つの祭りのお見舞い金：毎年の春節、中秋節の











起こされた公害病のことである。2016 年 3 月現在、［患者］は熊本、鹿児島両県で 2,280












































年の歩み』（2000、228-235 頁）によれば、玄米発酵食品の摂取は PCBs 及び PCDFs の吸収
と再吸収を抑制し、毒素の体外への排泄促進において、有効であった）。 
一方、『台湾油症事件三十年』の付録「被害者を即刻救済すべきである）――台湾大学医




























    2.この研究では患者の治療期間は 3ヶ月でした。しかし、治療効果を明らかにす
るためには、少なくとも 1年間の治療が必要です。しかし、この治療研究の経費
はかなり高いので、長期治療研究は困難です。 
    3.コレスチラミンの短期使用は副作用がはっきりしていないが、長期に使用され


















































上記の内容について、2018 年 8 月 24 日に郭育良のヒアリングによって、「公害防治法」
は具体的な法律を指すことではなく、国際の先進的な公害・労災などの理念を参考するこ
とを望ましい。Health related quality of life and polychlorinated biphenyls and 
di- benzofurans exposure: 30 years follow-up of Yucheng cohort（2015） は身体的
（Physical：Pain and discomfort, Energy and fatigue, Sleep and rest, Mobility, 
Activities of daily living, Dependence on medication or treatments, Working 
capacity）、心理的（Psychological: Positive feelings, Thinking, learning, memory 
and concentration, Self-esteem, Bodily image and appearance, Negative feelings, 
Religion/spirituality/personal beliefs）、社会関係（Social Relationship: Personal 
relationships, Sexual activity, Practical social support）、環境（Environmental: 
Physical safety and security, 
Physicalenvironment(pollution/noise/traffic/climate), Financial resources, 
Opportunities for acquiring new information and skills, Participation in and 
opportunities for recreation/leisure, activities, Home environment, Health and 
social care: accessibility and quality, Transport）の 4 つの方面から台湾油症患者
の QOL（quality of life）を考察した。結果は次の通りである。 
 
    The Yucheng people had  significantly reduced  scores  in  the 
physical,psychological,social,and environmental domains as compared to 
the  referents.Those  with  skin  manifestations  were  more  severely 
affected than those with no skin manifestations,suggesting a dose
－related effect on QOL in exposed people.  
 
















































































  3.第 3章「環境文学からみたカネミ油症と台湾油症――矢野トヨコ著『カネミが地獄を
つれてきた』（1987 年）と陳昭如著『被遺忘的 1979：台湾油症事件三十年』（2010年）」
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